
一年を 主役で通した コロナ疫
ひ と と せ シ テ え き

昨年の話題は、何と言っても 新型コロナウィルスの襲来でし
ょう。最初に噂を聞いたのは年明け早々、何でも 中国で悪い
風邪が流行っているとか。 他人事のように思っていたら、
横浜へのクルーズ船の寄港で、何？ 何？ 如何したの？
それからは、もう、世界中がシッチャカメッチャカ。

日本では、マスクがなくなったと思ったら、学校は休校、
五輪は延期、行動は自粛。 その為に生活出来なくなる
人が出てくる一方で、何のいわれもなく 国民全員が１０
万円を貰えたり、旅行や外食に補助が出たり、国を挙げ
ての 金に糸目をつけぬ迷走振り。 それでも 日本は、
世界的に見れば、感染者数も 死亡者数も少なく、優等
生の方で、中には 今や収拾のつかなくなっている国も。
そんな混乱の中、私達は ８２歳と７８歳、益々危険な歳にな
りました。 だからと言って 何かが変わった訳ではなく、振り
返れば、逆に 近来になく 健康的で、医療費の少なかった年で
した。 それぞれのボケは別勘定として、肥満にあえいでい
たオケラは、飲食代節約をして、夏までの８５ｋｇ程度から １
０ｋｇ減らし、メケラも、病気一つすることなく、この新年を迎
えております。もう少々この世にお邪魔をしていそうですので、
本年も変わらぬご厚誼を賜りたく よろしくお願い申し上げます。
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